 (様式１)

　　　　　　　　　　　　現場代理人兼務届 （飯田市発注工事間）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　月　　日
　（あて先）飯田市長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住　所　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　受注者　商号又は名称

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　

次のとおり、工事請負契約書第10条第３項に係る規定に基づき、現場代理人を兼務すること
としたいので届け出ます。
	現場代理人氏名
	

	現場代理人連絡先
	通常：
	緊急時：

	新たに兼務する工事
	工事名
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　工事

	
	工事場所
	飯田市

	
	工期
	　　　　年　　　月　　　日から　　　年　　　月　　　日まで

	
	請負代金額
	　￥
	※１

	
	工事担当課

監督員
	　　　　　　　　　　　　課　　　監督員

	
	備考
	
	※２

	現場代理人

となっている工事
	工事名
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　工事

	
	工事場所
	飯田市

	
	工期
	　　　　年　　　月　　　日から　　　年　　　月　　　日まで

	
	請負代金額
	　￥
	※１

	
	工事担当課

監督員
	　　　　　　　　　　　　課　　　監督員

	
	備考
	
	※２

	現場代理人兼務期間
	　　　　年　　　月　　　日から　　　年　　　月　　　日まで


※１ いずれかの請負代金額が4,500万円以上（建築工事一式は9,000万円以上）の場合は、裏面の「条件の確認」を記入すること。

※２ 現場代理人に委任しない権限があるときは、備考欄にその委任しない権限内容を記入すること。
	　上記工事の現場代理人の兼務については、兼任を認めませんので、新たな現場代理人を選任のうえ報告してください。

　　

　　年　　月　　日　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　飯田市長　　　　　　　　　　　印


(様式１ 裏面)

	請負代金額 4,500万円以上（建築工事一式は9,000万円以上）の工事の兼任条件の確認
	以下の兼務条件を全て満たしています。

⑴  □　対象となる工作物に一体性若しくは連続性が認められる工事　　　　である。

· 相互に調整を要する工事である。
具体的理由：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 　　　　　　                                               

⑵　工事現場相互の間隔が１０ｋｍ程度である。約　　　　　ｋｍ
⑶　工事の数は、２件である。
⑷　いずれの工事でも監理技術者ではない。

※注 ⑴の□のいずれかに☑をし、具体的理由を必ず記入してください。

⑵に工事現場相互の間隔を記入してください。


